
ものづくり同好会打ち合わせ議事録 
 

開催日時 2009年 2月 3日   開催場所 梅田工房 

参加者（敬称略） 梅田、奥村、御船、森田、増田、東、車角、吉久、森本、 

川田（正）、川田（芙）、小幡、松岡、合屋  

議題 作業安全確保に関しての打ち合わせ、その他 

１・安全確保について 

＊目的：1月 20日の活動時に電動プレーナーで指に怪我をする事故が発生したので、 

     再発防止と、今後の活動のあり方について話し合う。 

＊議事内容 各位からの意見等 

・ 保護装置を何か考える・・・電動プレーナーで再度同じような事故が起きないように、 

（再発防止）       追加の保護カバーを作成する。 

・ 保護めがねについて・・・破片などが目に入る恐れがあるので、今後の作業は保護メガネを 

            着用することとする。 保護メガネを各自で購入下さい。 

            （ホームセンターで数百円程度）防塵用マスクもあればベター。 

・ 作業開始前に動作と安全の確認・・・メガネ、服装、手袋（電動工具使用時は不可）を確認する。 

・ 安全確認リスト・・・作業開始前にチェックし、リストに○を記入することを考える。 

・ 刃物の持ち運び・・・刃物の持ち運びは刃を出したまま行わない。布で巻くなどする。 

・ 整理整頓に心がける。 

・ 安全と工具の使用方法の再教育を行う。 

・ 傷害保険加入について・・・各自の加入している保険内容を確認し、傷害保険の内容を 

             リーダーまで連絡してください。 

団体保険加入の調査内容は以下のとおりでした。加入するかは現在未定。 

    年間保険料  死亡・後遺障害（1名分） 入院保険（日額） 通院保険（日額） 

    11,520円     100万円         3000円     1000円 

    24,000円     200万円         6000円     2000円 
        36,480円     300万円         9000円     3000円 

    *三井海上保険のレクレーション傷害補償プランに 20名で加入し、月 4回の活動での見積。 

＊具体的な運用 
・ 始業前に安全標語に向かい気を引き締める。 標語は作成し、掲示する。 

・ 安全教育と工具の使用方法の教育を実施する。 

・ 会員のレベル分けを掲示し、教育履歴、使用可能機械、保険加入有無を記載する。 

・ 安全監督。 リーダー、サブリーダー、事務局は自分の作業に熱中しすぎないで 

      全体の安全をチェックし、作品等の相談に対応する。 

＊基本的な事 

・ 動作はゆっくり(安全等の確認)。 

・ 刃の部分に手を近づけない、小さなものは治具や工具で持つ。 

・ 完成を急がない(完成を急ぐあまり安全の確認をおろそかにしないこと)。 

・ 安全装備をする。保護メガネ、服装（袖口は狭く･･･必要に応じてウデヌキ着用、腰部分の巻き込み

防止）、手袋（軍手は NG） 
 

２・その他 
会費の徴収時期の変更。会費徴収は 6月、12月から 4月、10月に変更いたします。 

理由：社友会同好会の年度会計〆が 3月なので、それに合わせるため。 

                                   以上 


